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参考資料 

 

第１節 先進的・効果的資機材の紹介 

 

第１ 資機材の紹介 

１ ドローン 

大規模災害時等において、情報収集や捜索、救出ルートの確認等を上空から迅速かつ効

率的に行えるツール。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 
１．ドローンの現状と浸水域の救助活動に係る活用方法 
できること 活用方法 技術のレベル 課題 

高所で画像を撮影し、
地上へほぼリアルタイ
ムに伝送して地上隊が
見る 

俯瞰的な状況を現場隊
員が知ることが出来
る。 
要救助者の捜索に活用
できる。 

一般向けに市販品
あり 

飛行時間が限られる 
機体が多く、混信等に懸
念 

高所で静止画を撮影
し、地上で画像を回収
して地図化する 

写真による地図を住宅
地図等と重ね合わせる
ことで、被害範囲の確
認や部隊配置等に役立
てることができる。 

測量用途に市販品
有り 
 

地図化に一定の時間を要
する 
重ね合わせる地図の確保 
業務用の機材は高価 

運搬・投下 

リード・ロープを展張
する。 
救命器具などの資機材
を搬送・投下する。 

実証試験段階 一般的な用途ではないこ
とから、製品化は不明 

スピーカーの搭載 
避難を呼びかける。 実証試験段階 スピーカーが電子機器に与

える影響を確認する必要 
災害前の住宅地上空の飛行 

２．共通する制約 
・飛行時間は、（現実的には）せいぜい 20分程度（安全対策とのトレードオフ） 
・耐水性機体及び耐風性（18m/s 程度まで）機体はあるが、高価格 
・体制の構築（操縦者・補助者等の育成、運搬車両等の確保、運用要綱等の整備）が必要 
・維持管理に知識と費用が必要（リチウムポリマー電池の管理、プロペラ等消耗品の点検、耐用年数等） 
・機体数が増えている（混信等の懸念） 
３．今後必要と思われること 
・消防機関の経験の蓄積と共有（消防庁総務課の調査によれば、70 本部が所有、うち 28 本部で活

用事例あり；2017年６月１日現在） 
・災害時の空域の管理に関する、全ての機体保有者の共通認識 
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２ ＦＲＰボート（組立て式） 

繊維強化プラスチック製で組立て式のため、コンパクトに収納が可能。 

 

 

 

 

 

 

３ ウレタンボート 

ボートの底部や側面部にエアーを入れるの

ではなく、硬質ウレタンを注入。 

表皮の穴開きによる空気漏れや断裂による

パンクがない。 

瓦礫等の浮遊物や岩場、浅瀬等の環境下で

も使用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ゴムボート用保護カバー（瓦礫等の切損防止） 

ボートの底部、側面部を覆うカバーのため、

着岸時や浅瀬での運行の際に船体を保護す

る。 

 

 

 

 

 

 

５ 落水者リカバリーシステム（要救助者引上げ用器具） 

１人または２人の少ない操作員で要救助者

をボート上に引き上げることが可能。 
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６ レスキューボード（救助用スレッド） 

浸水地における要救助者の搬送。また、水上

オートバイで曳航し、迅速に要救 助者を確

保及び搬送等に使用する。 

 

 

 

 

 

７ 船外機（プロペラガード付） 

プロペラガードを取り付けると水中抵抗が

増し、エンジンのパフォーマンスが低下する

が、プロペラの保護及び人体等の巻き込みを

防止する。 

樹脂製は錆びない、またステンレス製は錆

びにくく頑丈。 

 

 

 

 

 

 

８ 船外機（ジェット式） 

プロペラがないウォータージェット推進タ

イプ。不意の浮遊物も巻き込まず、乗り越えて

走行が可能。 

浅瀬での走行や人に接近しても安心に運行

が可能。 

 

 

 

 

 

 

９ 都市型災害用排水ポンプ 

汚水に含まれる泥やビニール片など

の異物ごと排水でき、都市型水害時の排

水に効果的。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（樹脂製）      （ステンレス製） 

（電動式）      （エンジン式） 
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10 ドライスーツ（水面活動用） 

防水素材でできており、水害による汚水や

冷水の中での活動に適している。活動服の上

から迅速に着用できる。 

 

 

 

 

 

 

11 特殊ブーツカバー 

胴付長靴や長靴、ブーツの上から履くだけ

で泥の中でも足元がとられない。 

設置面積を約４倍に広げ、柔らかい地形や

ぬかるみでの歩行をスムーズにする。 

 

 

 

 

 

 

12 救助活動用伸縮棒 

伸縮可能となっており、引掛け、水中での引

き寄せなどが可能。 

 

 

 

 

 

13 小型無人艇 

浮力体付のラジコン。遠隔操作により溺水者等に浮力体を接近させ、要救助者にしがみ

つかせる。 

ロープにより、浮力体に掴まった要救助者を引き寄せることが可能。 
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14 救命浮環発射装置 

圧縮空気を使用した救命索発射装置。ペットボトルロケットのように、容器自体が空気

を噴出しながら救命索を曳航する。なお、発射体は、自動膨張式浮輪となっている。 

 

 

 

第２ 消防本部の取り組み等 

 １ 胴付長靴セパレートタイプにおける浸水防止対策（仙台市消防局） 

 【消防活動用胴長取扱説明書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                   （案）               参考資料 

 

6 

 
（資料：仙台市消防局） 
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